
TrackMan データ解説



D Plain

Dプレーンとは、インパクト時のフェース向きとスイング軌道が作る平面のことで、インパクトと弾道の関係性
を正しく理解するための新たな理論です。近年急速に進化した弾道計測機器とスロー映像で実測されたデータ
に基づくものといわれています。
Dプレーン理論は1999年に提唱されており、世界各地で広まっていますが、日本ではあまり知られていません。
今までのレッスンではなかなか上達しなかった人にとって、上達につながる可能性を秘めています。



TrackMan Data Description

トラックマンのデータは、【クラブ、打ち出し、飛び】の3つの分野で構成されています。

【クラブ】のデータ

1-1クラブスピード、
1-2アタックアングル、
1-3クラブパス、
1-4ダイナミックロフト、
1-5フェイスアングル、
1-6スピンロフト、
1-7フェイストゥパス、
1-8スイングプレーン、
1-9スイングディレクション、
1-10ローポイント、
1-11インパクトオフセット、
1-12インパクトハイト、
1-13ダイナミックライ

【打ち出し】のデータ

2-1ボールスピード、
2-2ミート率、
2-3打出角、
2-4左右打出角、
2-5スピン量、
2-6スピン軸

【飛び】のデータ

3-1カーブ、
3-2最高到達点、
3-3キャリー、
3-4トータル、
3-5キャリーサイド、
3-6トータルサイド、
3-7着地角、
3-8ピンから(の距離)、
3-9ターゲット、
3-10滞空時間、
3-11ラストデータ、
3-12スコア
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TrackMan Data Description 1-8

スイングプレーンとは、スイングアークの最下部でクラブヘッドが進む円と
地面との間の垂直角のことです。
スイングプレーンは、インストラクターがビデオで言う「シャフトプレー
ン」に似ていますが、シャフトプレーンはある時点（フレーム）の2Dカメラ
画像を使用します。

スイングプレーンは、ダウンスイングの膝上付近から膝上までのクラブヘッ
ドの3次元的な位置を使用します。

ロフトが短い/高いクラブは、ゴルフはボールの近くに立つ必要があり、ゴ
ルファーがスイングする平面は、通常、これらの短いクラブでより垂直であ
るため、一般的に高い（より垂直）スイング平面になります。スイングプ
レーンの数値はゴルフクラブのライ角に近いかもしれませんが、スイングプ
レーンは一定期間のクラブの動きを測定するので、ライ角に合うように数値
を使用することはお勧めしません。

ゴルファーの身長と動的姿勢はスイングプレーンに影響を及ぼします。ドラ
イバーのスイングプレーンは通常45～50度です。



TrackMan Data Description 1-9

スイングダイレクションは、クラブス
イングの描く弧がつくる面とターゲッ
トラインの間の角度です。

インパクト前後のひざ下の弧を描く部
分で計測されます。

左向きがマイナス、右向きがプラス、
ターゲットに対してオンプレーンの場
合は「０」で表示されます。

ここからは 内容が少し難しくなるが スイング軌道とスイングプ
レーンは 平面の概念で 右図のようなものである。ただし、実際
のスイングは クラブヘッドがインサイドから入っても 途中でス
クウェアになり その後 インサイドに抜ける訳だから 平面では
なく 曲面である。右図は トラックマンの解説資料に少し手を入
れたものだが スイング軌道 (Swing Direction) の左右の膝の
高さの点と スイングの最下点の三点が乗る仮想平面をベースに
割り出した角度が スイング ディレクションとして 弾道解析機
器の計測データとして表示されるという説明に用いられる図で
ある。一方、クラブ パス (Club Path) は ボールとクラブが コ
ンタクトしたポイントでのクラブの軌道をベースにした数値だ
から スイング ディレクションとは 異なる数値になるのが普通
である。例えば、ダウンブローにボールを打つアイアンショッ
トで クラブがインサイドから入っていれば クラブ パスの数値
は スイング ディレクションより + サイドに大きな数値になる
理屈だ。また、ドライバーで多少 アッパーブローに ボールが
打てて イン・スクウェア・インのスイングが出来た場合は クラ
ブ パスの数値が スイング ディレクションより小さくなるのが
望ましいと言う理屈になる。ツアープロがファインチューニン
グをする時などは 別にしても アマチュアがスライスを克服する
という観点からデータ見るのであればスイング ディレクション
も クラブ パスも +（インサイド・アウト）の数値になるよう
にすべきなのである。



TrackMan Data Description 1-10

ローポイントとは、スイングアーチの
最下点を意味し、インパクトの前
（B）と後（A）で表されます。

この数字を見ることによって、ゴル
ファーは自分のスイングイメージを明
確にできます。
例えば、
アッパーブローにするためには、ゴル
ファーはスイングアーチの最下点が
ボールの前に来るようにイメージする
必要があります。
ダウンブローにするためには、ゴル
ファーはスイングアーチの最下点が
ボールの後に来るようにイメージする
必要があります。
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Impact Offset
インパクトオフセット(左右の打点位置)

Impact Height
インパクトハイト(上下の打点位置)

TrackMan4によるインパクトロケーションの定義

トラックマン4では、クラブのどこにボールが当たっ
たか（インパクトロケーション）を計測することが
できます。
インパクトロケーションを定義するためには、
4つの項目が必要になります。

インパクト前のボールの位置
インパクトの瞬間
インパクト時のクラブヘッドの位置
クラブフェイスの中心（十字線）



TrackMan Data Description 1-13

ダイナミックライ（インパクトライ角）

※クラブによりロフト・ライ角は異なります。その
ため、このDynamic Lieを用いてクラブのライ角を調
整することはお避けください。
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ミート率
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打出角



TrackMan Data Description 2-4

打ち出し方向とは、ターゲットラインに対してボールが最初に打ち出される方向です。
発射方向が正の場合、ボールは目標より右から、負の場合、ボールは目標より左からスタートすることを示す。

数字が大きいほど、ボールがオフライン（右または左）でスタートしたことを意味します。発射方向がゼロの場合は、ボールがター
ゲットに対して直接的にスタートしたことを意味します。

発射方向は度数で表示され、プッシュ、プル、ストレートの観点から考えることができます。発射方向はショットの曲率を表すもの
ではなく、そのスタート方向のみを表すものであることを理解することが重要である。
例えば、打ち出し方向が「-2.0 度」のボールは、100 ヤードの地点ではターゲットラインの左 3.5 ヤード、200 ヤードではターゲット
ラインの左 7.0 ヤードになります。また、打ち出し方向が「-4.0度」のボールは、100ヤード地点では目標線から左7.0ヤード、200ヤー
ド地点では目標線から左14.0ヤードに位置することになります。これらの例は、ある距離でボールがどの程度沖に出るかを、打ち出し
方向で判断しているに過ぎない。曲率は打ち出し方向と連動しないので、曲率は考慮されていません。

左右打出角
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TrackMan Data Description 2-6

スピン軸はゴルフショットの曲率の大きさを表します。
負のスピン軸は左に、正のスピン軸は右にカーブしたボールを表し、スピン軸ゼロはカーブのないショットを表します。
スピン軸はインパクトで決定され、ボールが飛んでいる間中、同じであるべきです。風によってボールが様々な方向に押されても、スピ
ン軸は変わりません。スピン軸は地平線を基準として測定されます。

スピン軸は、飛行機の翼と関連付けることができます。飛行機の翼が地面と平行であれば、スピン軸はゼロとなり、飛行機はまっすぐ飛
ぶことになります。主翼が左に傾いている場合（右翼が左翼より高い）、これは負のスピン軸を表し、飛行機は左にバンク/カーブする
ことになる。また、主翼を右にバンク/チルトさせた場合は、その逆となる。

一般に、スピン軸が-2～2の間は、直進性があると考えることができます。通常の条件下では、スピン軸が-2～2のショットに曲率を見る
ことは難しいでしょう。スピン軸の数値が高いほど、曲率が見えるはずである。

スピン軸



TrackMan Data Description 3-1

ゴルフでショットを形作ることは悪いことではなく、すべてはショットの意図に帰結する。
その結果を測定するツールを持つことは、特定のショット形状を打つ能力を開発するために不可欠です。

新しいパラメータCURVEにより、プレーヤーとコーチは、ショットの曲率に関する正確なフィードバックを、曖昧な用語の代わりに
数値で得られるようになりました。
ベビードローから大きなオールドファッションスライスまで、あらゆるショットを数値で表現できるようになり、ショット間の形状
の比較も容易になりました。

TrackManのパラメータとして、CURVEは、打ち出し方向からキャリー側に垂直な水平方向の動きとして定義されています。距離とし
ては、ヤード（またはメートル）単位で数値が与えられ、その後にR（右）またはL（左）が付いて、打ち出し方向からのボールの着
地位置を表します。

ショットの形を整え、潜在能力を引き出していきましょう。

カーブ



TrackMan Data Description 3-2

最高到達点とは、ショットの最大高さまたは頂点のことである
ショットの高さは、ボールスピード、打ち出し角度、スピンレートの組み合わせによってかなり変化します。

高さに最も影響を与えるのは、ボールスピードや打ち出し角の変化です。また、高さはショットの着地角度と高い相関があり
ます。

ゴルファーのボールスピードに応じて、最適なキャリーや着地角を作るために、ある一定の高さを達成する必要があります。
例えば、LPGAツアーで6番アイアンのボールスピードが109mphの場合、28ヤードの高さを達成することが求められます。この
組み合わせは、キャリーと着地角度を最適化した軌道を生み出します。しかし、6番アイアンのボールスピードが130mphのPGA
ツアープレーヤーは、34ヤードの高さを達成しようとします。この組み合わせは、球速の速いPGAツアープレーヤーに最適です。

フェアウェイウッド、ハイブリッド、アイアンのクラブ設計の違いにより、最適なゴルフクラブセットは、バッグ内のすべて
のクラブで同じ高さに頂点が来るとは限りません。

最高到達点
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TrackMan Data Description 3-4

トータルは、ゴルフボールの最終的な到達点までの距離です。
合計は、キャリーにランを加えたものです。

着地角度、着地球速、スピン量から計算される値です。平らな面（地面）で、硬さが「普通」の場合を想
定して総距離を算出します。

※TrackManでは、芝のランをPGAコースから計算しているため、ランが出やすいことをご考慮ねがいます。

トータル



TrackMan Data Description 3-5

キャリーサイドとは、ボールの着地点を基準としたターゲットラインからの距離のことです。
キャリーと同様、キャリーサイドも「キャリーフラット」が基本です。

つまり、ゴルフボールが打った位置と同じ高さにある点でのターゲットラインからの垂直距離をサイドと言います。

サイドが正の値であれば、ボールがターゲットラインの右側に着地したことを示し、負の値であれば、ボールがターゲッ
トラインの左側に着地したことを示します。
ゼロの場合は、ボールがターゲットライン上に直接落ちたことを意味します。
R(右)とL(左)で数値表示されます。

キャリーサイド



TrackMan Data Description 3-6

サイドトータルとは、ボールが止まった場所を基準としたターゲットラインからの距離のことです
サイドトータルとは、サイドにバウンドとロールを加えたものです。
サイドトータルとは、着地角度、着地方向、着地球速、スピン量から計算される値です。平らな面（地面）で、硬さが「普
通」の場合を想定して、トータル距離を算出します。

トータルサイド



TrackMan Data Description 3-7

着地角

着地角とは、ボールが地面にぶつかる角度のことです
着地角は身長と高い相関があり、ゴルフショットの跳ね返りや転がりを大きく左右する。

他の条件が同じであれば、着地角が低い（平坦な）ほど、より多くの弾みとランを生み出します。通常のフェアウェイでは、土地の角
度が1度変わると、1.5～2ヤードの弾みと転がりが変わります。

弾道を最適化する際には、着地角を考慮することが重要です。ドライバーの場合、着地角を低くすると、キャリー量は減りますが、総
飛距離は伸びます。しかし、アプローチショットでは、ボールが着地した後、どの程度バウンスとランが発生するかをコントロールで
きるようにすることが重要です。全てのアプローチショットで着地角を45度以上にすることをお勧めします。45度以上の着地角は、6
番アイアンのスピードが75mph以下の場合、（キャリーの可能性を失わずに）達成することが非常に難しくなることに注意してくださ
い。
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ピンからの距離
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ターゲット



滞空時間
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ラストデータ
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スコア
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